
プロから学ぶ「かとう夢授業」について 
加東市教育委員会 

 
１ ねらい 

 〇子どもが夢や目標をもち、主体的な学びを充実させるため、プロの考え方や生
き方、高度な専門性に触れる機会をつくり、学ぶ意欲の向上や夢に向かう力を
育む。 

 〇プロの指導を体験することで教職員の指導力向上を図る。 
 
２ 令和７年度のかとう夢授業 

 

（１）小学校サイエンストライやる 

講師 実施形態 事業概要 
スペシャリスト講師 小学４年授業 

理科 
・JAXA との連携（親子天体）  
・移動プラネタリウム（４校） 

 
（２）小学校の芸術文化学習 

講師 実施形態 事業概要 
大西 久 
（兵庫教育大学教授） 

小学５年授業 
図画工作 

・授業指導（４校・クラスごと） 
・美術教育（絵画） 

 
（３）中学校部活動プロスポーツチームによる指導 

 チーム（種目） 実施対象 事業概要 
１ 神戸ストークス 

（バスケットボール） 
男女バスケ部 ・合同実施 各１回 

・男女別実施 
２ ヴィッセル神戸 

（サッカー） 
サッカー部 ・合同実施 ３回 

３ ゴーセン 
（ソフトテニス） 

女子ソフト 
テニス部 

・各校実施 各 1 回 

４ スマートシステム 
ストレングス 

(スポーツトレ―ニング) 
 

運動部 
（希望した 

部活動） 

・各校実施 各３回 
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（４）企業版ふるさと納税活用による講演会 

①「かとう夢授業」2023plus 

チーム及び講師 実施対象 実施日程 
原 晋 
（青山学院大学陸上競技部監督） 

東条学園全校生 ９月２２日（金） 
「なぜ青学大は駅伝が強くなったのか」 

水谷 隼 
（オリンピック金メダリスト） 

社中学校 １０月２０日（金） 
「打ち返す力」 

宇田 秀生 
（パラリンピック銀メダリスト） 

滝野中学校 １２月８日(金) 
「誰もが誰かの原動力になれる」 

チャバニョク・ボクダン 
（ウクライナダンサー） 

社中学校 １２月１１日（月） 
「平和を求めて」 

バイマー・ヤンジン 
（チベット歌手） 

東条学園全校生 １月２５日(木) 
「幸せへの近道〜異文化を超えて〜」 

辻 直美 
（国際災害レスキューナース） 

滝野中学校 １月２９日（月） 
「防災クエスト」 

 

②「かとう夢授業」2024plus 

チーム及び講師 実施対象 実施日程 
かしの樹 
「影絵」 

市立小学校 
１〜３年 

１０月１日（火）〜４日（金） 
「走れメロス」「はらぺこプンタ」 

辻 直美 
（国際災害レスキューナース） 

東条学園 7〜9 年 １０月４日（金） 
「災害は怖いけど、防災はオモロい！」 

田中 陽希 
（プロアドベンチャーレーサー） 

社中学校１〜3 年 １０月１５日(火) 
「踏み出す勇気〜挑戦する大切さ〜」 

松田 陽子 
（俳優） 

滝野中 1〜3 年 １０月２２日(火) 
「生きてるだけで価値がある」 

    

③「かとう夢授業」2025plus 

チーム及び講師 実施対象 実施日程 
スティールパン楽団 
パンダフル ３名 

市内小学校 
１〜３年生 

１０月７日（火）〜９日(木) 
「スティールパン演奏」 

辻 直美 
（国際災害レスキューナース） 

社学園中 7〜9 年 １０月１４日（火） 
「災害は怖いけど、防災はオモロい！」 

夏川 知輝 
（災害人道医療支援会） 

東条学園 7〜9 年 １０月１５日(水) 
「災害時の人道支援」 

バイマー・ヤンジン 
（チベット歌手） 

滝野中 1〜3 年 １０月２1 日(火) 
「日本とチベット異文化を越えて」 
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64%

26%

5% 3%

②もっと描きたいと思いましたか。

1 思った
2 どちらかといえば思った
3 どちらかといえば思わなかった
4 思わなかった

３ 実施後の感想 

（１） 理科  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［児童の感想］ 
・私は、かとう夢授業を受けて、理科が前より好きになりました。この実験を見て、前に習っ 

たこととか、振り返りができたので良い経験になりました。このことを生かして、理科の 
授業もがんばりたいです。実験を見てとても楽しそうだと思いました。 

・この地球が、どのようにできていったのかや、今は日本だけで広いと思っているけれど、 
宇宙に比べると、どれだけの差があるのかを知ることができました。夢が宇宙飛行士なの 
で、まずは星を観察しようと思いました。 

・夢授業で、最初、夢がなかったけど、夢授業を受けたら少し夢が増えました。夢授業を教え 
てくださって、ありがとうございました。 

 
（２）図画工作 

 
  

 

47.1%

37.5%

10.3%

5.1%

①あなたは絵を描くことが好きですか。

1 好き
2 どちらかといえば好き
3 どちらかといえば嫌い
4 嫌い

52%36%

9%

3%
①理科がおもしろいと思ったか

とてもそう思う そう思う
あまりそう思わない そう思わない

42%

47%

10%

1%

②理科やほかの勉強も頑張ろうと思うきっか

けになったか

とてもそう思う そう思う
あまりそう思わない そう思わない
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［児童の感想］ 
・今まで絵が上手にかけなくて絵をかくのが苦手だったけど、かとう夢授業で絵をかいて楽

しい。絵をかくのがおもしろいと感じました。 
・透明水彩絵の具の色がすごくきれいで水につけるとふわっと色が広がってきれいでした。 
・すごくいい絵の具をつかってきれいな絵をかけてうれしかった。授業が終わった後もすご

くかきたい気持ちがでてきた。すごく楽しかった。 
・先生がかいた空の絵はめちゃくちゃすごかったです。ぼくがこのとき思ったのは、「やっ

ぱり職人（プロ）はすごいな」と思っていました。 
・さいしょの方はあまりきれいではなかったけど、どんどんやっていくうちにさいごの線の

では、うまくかけてうれしい気持ちとなんだか達成感がありました。 
 
（３）神戸ストークス バスケットボール（５１人） 

[生徒の感想] 
・基本的なことを学んだ。これを忘れずプレーして、自分自身もチーム全体も強くしていき

たい思った。 
・普段関わることのないプロの選手に教えてもらって、貴重な体験をすることができた。教

え方がとても分かりやすかった。 
・パスは、味方が取りやすいように思いやりをもってするということが分かった。 
・難しいパスも、練習していくと少しずつできるようになった。選手の方とも話せて楽しか

った。 
[顧問の感想] 
・プロの姿を見て、大きく認識が変わっていると感じた。プロの言葉に真剣に耳を傾け、目

の輝きを感じた。 
・ポイントを的確に指示していた。選手がイメージしやすいように、実際に身体を動かし、

わかりやすい言葉を使っていた。 

51%39%
10%

0%

① 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦し

ようと思いましたか。

1 思った

2 どちらかといえば思った

3 どちらかといえば思わな
かった

4 思わなかった

60.8%

37.3%

2.0%

② なんでも最後までやり遂げたいと思います

か。

1 とてもそう思う

2 まあそう思う

3 あまりそう思わない

4 まったくそう思
わない
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・生徒の限界を指導者が勝手に決めず、いろいろなことをやらせてみるのが大事だと思っ
た。 

・教え方で生徒の習熟度や吸収力が変わる。もっと勉強してバスケット IQ を深めたい。 
・しんどさの中に楽しむポイントがあるようなメニューや上手になっていることを実感でき

る練習をしていきたい。 
 
（４）ゴーセン 女子テニス（３７人）  

[生徒の感想] 
・サーブがとても入りやすくなりました。またプロスポーツチームの人たちに教えてもらえ

る機会があれば、お願いしたいです。 
・見て学ぶだけでなく、体験して学ぶということが大切だと分かりました。今後の練習や、

試合にもつなげていきたいです。 
・プロのコーチの指導で教えてもらったことをやってみたら、「バコーン」とボールを打て

たことが、とても嬉しかったです。 
・サーブの打ち方など、自分の直すところを指摘していただいたので、ボールの入る確率が

良くなりました。 
[顧問の感想] 
・普段意識していなかったことに気づき、改善しようとする姿が見られた。 
・プレーのポイントを、理論的に教えてもらえた。 
・身体の使い方や、トレーニングの必要性を感じた。 
・練習方法に、新しい視点があったので、活用していきたい。 
 
 
（５）「かとう夢授業」2024plus 講演 

①  辻 直美氏 「災害は怖いけど、防災はオモロい！」＜東条学園＞ 

64.9%

35.1%

0.0%

② なんでも最後までやり遂げたいと思います

か。

1 とてもそう思う

2 まあそう思う

3 あまりそう思わない

4 まったくそう思
わない

51%46%

0%

3%

① 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦し

ようと思いましたか。

1 思った

2 どちらかといえば思った

3 どちらかといえば思わな
かった

4 思わなかった
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[生徒の感想] 
・私は今まで失敗が怖く、挑戦があまりできなかったので失敗を恐れずにいろんなことに挑

戦したいです。来週からはトライやる・ウィークが始まるのでトライやる・ウィークでも
いろんなことに挑戦できるようにし、将来に活かせるようにしたいです。 

・僕は見ていいなと思った物を買って、いつかのために放置しておくことが多いのですが、
何事も経験しないと意味がないということと、いつも学校で教えられていたお話よりも新
しい考え方のワードが出てきたので面白かったです。 

・災害が起きても暗いように考えず、自分が楽しいと思えるようなアイディアを思いつくこ
とができる辻さんはすごいなと思いました。わたしも暗いことを考えてしまうことがある
けど、もっとポジティブに考えようと思いました。 

 
② 松田 陽子氏 「生きてるだけで価値がある」＜滝野中学校＞ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜１＞ やる気や意欲が大切だと思いまし
たか。 

63%

36%

1% 0%

とてもそう思う
まあそう思う
あまりそう思わない
まったくそう思わない

＜２＞これからいろいろなことに挑戦した
いと思いましたか。 

55%
42%

3% 0%

とてもそう思う
まあそう思う
あまりそう思わない
まったくそう思わない

＜１＞ やる気や意欲が大切だと思いまし
たか。 

84%

14%

1% 1%

とてもそう思う
まあそう思う
あまりそう思わない
まったくそう思わない

＜２＞これからいろいろなことに挑戦した
いと思いましたか。 

69%

27%

2% 2%

とてもそう思う
まあそう思う
あまりそう思わない
まったくそう思わない
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[生徒の感想] 
・今回、松田陽子さんの話を聞いてしんどいことがあったら一人で抱え込まずに誰でもいい

から信用している人に話すということが大切だなと思った。まだ将来の夢が決まっていな
いので自分のやりたいことを見つけてその夢に向かって諦めずに全力で頑張りたい。 

・僕は、どんなことにもがむしゃらに挑戦していく陽子さんの人生に感動しました。どんな
に自分が追い込まれても、心の中に誰か一人でも信頼できる人がいれば強く生きていける
ことを学びました。自分も、ネガティブに捉える部分が多いので、ポジティブ思考になる
ために努力しチャンスを掴める人になりたいです。 

・特に、「不可能を可能にする」というところで人っていうのは、幸せになるために生まれ
てきたし、できないことに挑戦したり、努力したりすることが不可能を可能にするという
言葉にもつながってくると思います。自分の行きたい道をどのように生きるのかを大切に
していきたいです。 

 
③ 田中 陽希氏 「踏み出す勇気 ～挑戦する大切さ～」＜社中学校＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[生徒の感想] 
・自発的な挑戦と受け身の挑戦では大きく考え方が変わっていくことにすごく共感しまし

た。私はいつも一歩目がなかなか踏み出せず挑戦するまでがすごく長いです。ですが、こ
れからはどんどん挑戦していきたいなと思いました。 

・一歩を踏み出すことが大変で少しでもいいから一歩を踏み出したい。戻ったとしても必ず
持ち帰るものがあるはずだから、一歩を踏み出したいなと思った。挑戦するにも覚悟が必
要で、辛さを乗り越えて目標を達成することで経験を積むことができると分かった。 

・感謝の大切さがよくわかった。感謝をする人は、目の前のお世話になっている人だけじゃ
なく、見えてないところで応援してくれている人、自分のために裏で動いている人など多
くの人に持っていかないといけないと思った。 

＜１＞ やる気や意欲が大切だと思いまし
たか。 

74%

25%

1% 0%

とてもそう思う
まあそう思う
あまりそう思わない
まったくそう思わない

＜２＞これからいろいろなことに挑戦した
いと思いましたか。 

53%
43%

3% 1%

とてもそう思う
まあそう思う
あまりそう思わない
まったくそう思わない
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（６）「かとう夢授業」2025plus 講演 

① 辻 直美氏 「災害は怖いけど、防災はオモロい！」＜社学園中学校＞ 

[生徒の感想] 
・ものを備蓄するよりも、スキルを備蓄したほうが良いと知れた。 
・「災害は怖いけど、防災はオモロイ」というタイトルの意味が最後にわかりました。最初

は防災の何が面白いのかわからなかったけど、100 均に売っているものだけでちゃんと防
災出来ると知って、防災は面白いと思いました。 

・私の家族はあまり防災に興味がなく、災害対策を何もしていません。だから、家に帰った
ら家族に防災について話してみようと思います。また、防災ボトルを作ってみようかな。 

・災害はたしかに怖いけれど、防災を色々工夫したり自分なりに考えてみたりすれば、確か
に防災は楽しいんじゃないかと思いました。何事も怖がらずに、一回挑戦してみることが
大切だということを今日知ることができました。 

 
② 夏川 知輝氏 「災害時の人道支援」＜東条学園小中学校＞ 

29%

49%

19%

3%

＜１＞ 日頃、難しいことでも、失敗

をおそれず挑戦していますか。

している

どちらかといえば

している

どちらかといえば

しているしていな

い
していない

62%

33%

3% 2%

＜２＞これから、いろいろなことに

挑戦したいと思いましたか。

そう思う

どちらかといえばそ

う思う

どちらかといえばそ

う思わない

そう思わない

22%

53%

19%

6%

＜１＞ 日頃、難しいことでも、

失敗をおそれず挑戦してい

ますか。

している

どちらかといえば

している

どちらかといえば

しているしていな

い

していない

52%41%

4% 3%

＜２＞これから、いろいろなことに

挑戦したいと思いましたか。

そう思う

どちらかといえばそ

う思う

どちらかといえばそ

う思わない

そう思わない
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[生徒の感想] 
・私は、今回の授業を受けて、人助けをするときの考えが変わりました。今までは、相手のこ

としか考えていなかったけれど、助ける側、自分のことも考えて行動することが大事だと
わかりました。他にも、人助けをするときの心構えがいくつかあるのとわかったので、そ
の心構えを大切にしたいと思いました。 

・災害現場はとても緊迫した状況だと思うけど、積極的に人助けができることは立派なこと
だと思いました。南海トラフなど、これから災害が起きて自分が人を助ける立場になるか
もしれないし、助けられる側になるかもしれないけど、少しでも多くの人のためになるよ
うな行動ができればいいなと思いました。 

・夏川さんの話の後半で、「100%自分を捨てなくていい」ということを聞いて自分は 100％
自分を捨てているような考え方をしている時があったので、自分を捨てなくていいんだな
と思いました。 

・人を本当に助けるということは、ただ表面的に言葉をかけたり一時的な解決策を提案した
りなどの行為では決してないことがわかりました。しかし人を助けるとは自らを大切にし、
余裕が生まれて初めてできるものなのだと思いました。また、今まであまり人を助ける優
しさと苦労を、自身の犠牲と結びつけて考えたことがありませんでしたが、自分ありきの
優しさだと知って、人に優しくすることがより身近に感じることができました。 

 
③ バイマー・ヤンジン氏 「日本とチベット 異文化を超えて」＜滝野中学校＞ 

[生徒の感想] 
・ヤンジンさんの話を聞いて、若い頃はたくさん苦労をして、民族差別などで大変なことも

あったけれど、乗り越えて今こうやって歌手として活躍していてすごいなと思いました。
話を聞いているとヤンジンさんの明るさや優しさをとても感じました。これから何事にも
挑戦して自分に負けないように生きていけるようにしていきたいです。 

 

26%

52%

18%

4%

＜１＞ 日頃、難しいことでも、失敗

をおそれず挑戦していますか。

している

どちらかといえば

している

どちらかといえば

しているしていな

い

していない

69%

26%

4% 1%

＜２＞ これから、いろいろなこと

に挑戦したいと思いましたか。

そう思う

どちらかといえ

ばそう思う

どちらかといえ

ばそう思わない

そう思わない
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・文化の違いによって、自分たちの知らないところで差別でとかで苦しんでいる人々がいる
ことがわかった。いじめに負けたくないと自分を奮い立たせているところがかっこいいな
と思った。いろんな違いがある中で、互いに尊重し合いながら生きていくことが大切。日
本という国は、自分が行きたい高校、なりたいものになろうとする権利があるから、夢を
しっかり持って生きていきたいと思った。 

・自分の苦しかったこと、思い出すだけでも辛いことをこうして伝えてくれていることには
感謝しかありません。ヤンジンさんは自分のことを強くないとおっしゃっていましたが、
人を助けたいという真の強さを持っているのではないかなと思いました。 

・今日のヤンジンさんの話を聞いて、自分のやりたいことをちゃんと決め、諦めずに進んで
いくことが大事だなと感じることができました。そして、自分の環境を幸せで今普通にし
ていることがどれだけ幸せなことなのかを見直すことができました。 

・今、自分がこうして学校にきて勉強できていることも当たり前ではないんだなと思いまし
た。学校に行きたくても行けない人もいて、自分は幸せなんだなと実感することができま
した。そして、「言葉」というのは人を幸せにすることもできるし、人を傷つけることもで
きるものだと学ぶことができました。僕は、「言葉」は人を傷つけるために使うのではなく、
人を幸せにするために使いたいです。 

 
４ 成果 

 ・「もっと描きたい」「いろいろなことに挑戦したい」「最後までやり遂げたい」等、子ども
たちの主体的な学びや学ぶ意欲の向上につながっている。 

・かとう夢授業の実施後には、体験したこと、講演を聞いたことによって、子どもたちが 
プロの考え方や生き方に感動している心の動きが感じられる。このような体験を多く重 
ねることで、自分を振り返ったり、できたことに達成感を感じたり、これまでと違った視 
点から物事を見たり考えたりするきっかけとなり、子どもたちの今後のものの考え方、 
生き方につながっていくと実感している。  

 ・今後もよいもの、すてきなものに多く触れさせる機会をもち、子どもたちの豊かな感性 
や人間形成、夢に向かう力につなげていきたい。 
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